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● 写真撮影にご協力くださいました以下の園に感謝申し上げます（50音順）●

赤碕保育園（鳥取県東伯郡）／あけぼの保育園（石川県金沢市）／稲荷保育園（京都市）／風の子保育園（三重
県津市）／College Green Nursery（イギリス）／かたつ保育園（石川県金沢市）／木の実幼稚園（大阪府松原市）
／Konomi International Kindergarten（オーストラリア）／摂津市子育て支援センター（大阪府摂津市）／富田
保育所（大阪府高槻市）




